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一10年先をみれば，非常に重要になるでしょう．E1・

Ninoは，非常に大きな信号ですし，CO2にとっても，

海洋は重要です．しかし，私たちのところは，当面は，

大気だけでやってゆきたいと思います．我々は，大気で

すら，完全に理解していないのですから．我々の仕事

で，r熱帯が完全に中緯度を支配している」という人が

居ますが，それは，全く誤りで，中緯度には，解明され

ていない様々な現象があります．

問：若い人達に云いたい事はありませんか？

　　学生が，博士課程に進学するか否かを相談する時

に，いつもいう言葉をのせましょう．もし，お金を稼ぎ

たいのなら，今すぐ別の所へゆきなさい．科学の楽しみ

は，一生懸命頑張って，あるideaを得，それをまとめ，

何かを発見し，それが，何らかの意味で社会に還元され

ていくことにあります．このようなことで，報われてい

るというわけです．

問：目本の気象学についてはどう思っていますか？

一私がアメリカにいた時に，何とおおくの，数値モデ

ルの先達が，日本人であることに驚きまレた．もう一つ

はMatsunoを代表とする理論グループの活動で，非常

に強く，印象づけられました，

問：最後に，日本の会員の人々に一言？

一1100k　brward　to　see　you．！

　前に会議で会った時は，精かんな顔付きで，近より難

い人物かなあ，と思っていたら割と気さくな人でした．

新しい再評価プ・グラムが進行中の今，新興レディング

大学に拠り，既成の権威たるOxfbrd，Oambridgeに抗

して，頑張っているところはあっばれ好漠Hoskinsと

いう感じです．5時になると，ヘルメットをかぶって，

bikeで家に飛んで帰ってゆく姿が印象的でした．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住　明正）
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